
資料－１

中国地方整備局事業評価監視委員会名簿

平成1９年１月２９日現在、敬称略、順不同)(

氏 名 所 属 専門分野等（専攻）

【委員長】

櫟 本 功 広島大学名誉教授 経済政策、地域経済
と ち も と いさお

【副委員長】

道 上 正  (財)とっとり政策総合研究センター理事長 水工学、防災工学
み ち う え ま さ の り

井 上 矩 之 福山大学工学部教授 交通工学,土木計画学
い の う え の り ゆ き

上 田 茂 鳥取大学工学部教授 海洋構造工学,港湾工学
う え だ しげる

地理学内 田 和 子 岡山大学大学院社会文化科学研究科教授
う ち だ か ず こ

地域開発論,地域計画杉 元 邦太郎 島根大学名誉教授
す ぎ も と くにたろう

地域生態管理学千 葉 喬 三 岡山大学学長
ち ば きょうぞう

堀 内 日出夫 中国経済連合会専務理事 地域経済
ほ り う ち ひ で お

村 田 秀 一 山口大学副学長 基礎・土質工学
む ら た ひ で か ず

若 槻 俊 二 ㈱エブリプラン総括顧問 地域経済
わ か つ き と し じ
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【再評価】

事業種別 事　業　名 事　業　概　要 経　緯 該当要件
対応方針
（原案）

備考

1 道路 一般国道１９１号　萩
はぎ

・三隅
みすみ

道路

　一般国道１９１号は、山口県下関市から萩市、島根県益田市を経由し広島県広
島市に至る延長約２９５ｋｍの主要な幹線道路である。
  萩・三隅道路は、国道１９１号の現道通行規制区間の代替路を確保するととも
に、広域交流を促進することを目的とした延長１５．２ｋｍの４車線道路であ
る。

平成４年度
事業着手

平成１３年度
事業再評価実施

再評価後
５年経過

事業継続

【事後評価】

事業種別 事　業　名 備考

1 河川
江
ごう

の川
かわ

下流河川改修事業

坂本
さかもと

地区宅地等水防災対策事業

2 河川
江
ごう

の川
かわ

上流河川改修事業

畠敷
はたじき

地区築堤・排水機場

3 河川
江
ごう

の川
かわ

上流河川改修事業

香淀
こうよど

地区宅地等水防災対策事業

4 道路 一般国道２号　岡山
おかやま

バイパス

5 港湾
広島
ひろしま

港廿日市
は つ か い ち

地区

国内物流ターミナル整備事業

6 営繕 松江
ま つ え

地方合同庁舎 Ｈ１２～Ｈ１５

　松江地方合同庁舎は老朽、狭あい等の問題を抱える官署が市内に多数散在していたことから、これら施
設の行政サービスの向上および業務の効率化を図るとともに、国有財産の効率的な使用と適正な配置を図
るため、これら官署を集約立体化し建設したものである。
規模：鉄骨鉄筋コンクリート造７階建て　他　　延べ１５，４８４㎡

　江の川は、広島県山県郡北広島町の阿佐山に源を発し、三次市で馬洗川、西城川、神野瀬川を三方向よ
り合流し、島根県江津市を経て日本海に注ぐ、流域面積3,900km2、幹川流路延長194kmの中国地方最
大の河川である。
　坂本地区は、江の川下流部（26ｋ700～27ｋ400右岸）に位置し、出水時には本川水位上昇により、
度々、浸水被害を受け、特に昭和４７年７月の集中豪雨では壊滅的な被害を被った。
　このため、早急な河川改修が必要となったが、従来の築堤方式での事業実施は、背後の山と堤防に挟ま
れた僅かな窪地に民地が残り、住環境が著しく悪化するとともに生活基盤となっている耕地が潰れる等の
理由により、平成２年度に創設された「宅地等水防災対策事業（現在：土地利用一体型水防災事業）」に
より、江の川の治水安全度の向上を図ったものである。

Ｈ７～Ｈ１３

　三次市三次町願万地地区は、江の川水系馬洗川右岸に位置し、近年、宅地化が急速に進んでいる地区で
ある。当地区は、治水対策の一環として平成9年度の堤防の締め切り完成によって、馬洗川の洪水による浸
水被害はなくなったものの、洪水時には排水樋門を閉めることから、支川権現川や水路の排水環境が悪化
し、降雨の状況によっては内水被害が発生する状況にあった。
　このような二次的内水被害を解消するために、権現川が馬洗川に合流する地点に4.0ｍ3/sの排水機場を
建設したものである。また、排水機場と堤防の整備によって、馬洗川上流畠敷地区に設置している畠敷排
水機場とあわせ、浸水被害の軽減を図るとともに、地域の振興に役立てるものである。

　広島港は平成４年に指定された特定重要港湾である。広島港廿日市地区の取扱貨物のうち、金属くずに
ついては、取扱可能な岸壁がなかったためリサイクルを目的とした各地の製鉄所へは陸送となり、高い輸
送コストを負担している実態があった。
　また、製菓企業は、その原料野菜を取扱っていた岸壁の水深が浅いため、小型船の利用を余儀なくされ
ていた。以上の課題を解消するため、廿日市地区における、金属くず貨物の輸送モードの転換及び、野菜
の海上輸送における船舶の大型化による輸送コスト削減を目的として、本国内物流ターミナルを整備し
た。

Ｈ１１～Ｈ１３

Ｈ２～Ｈ１３

　江の川は、広島県山県郡北広島町の阿佐山に源を発し、三次市で馬洗川、西城川、神野瀬川を三方向よ
り合流し、島根県江津市を経て日本海に注ぐ、流域面積3,900km2、幹川流路延長194kmの中国地方最
大の河川である。
　香淀地区宅地等水防災対策事業は、昭和47年7月豪雨により江の川全川に渡り甚大な被害を受け、これ
を契機に進められた三次市周辺の連続堤防整備に伴う、流量負荷増に対応するため行うものである。
　香淀地区が位置する江の川中流部は、山間狭隘部であるため、通常の築堤方式では地域社会に与える影
響が大きく、生活環境の悪化を招く箇所であるため、家屋の嵩上げなどにより治水安全度を確保する、
「宅地等水防災対策事業」により改修を行ったものである。

　一般国道２号は、大阪市を起点として瀬戸内海沿岸の主要都市を経由し北九州市に至る延長約６９０ｋ
ｍの主要幹線道路である。
　岡山バイパスは、岡山市浅川～倉敷市大西に至る延長３８．３ｋｍの全国でも有数の大規模バイパスで
あり、昭和３８年に事業着手し、平成１４年に全線（一部暫定）供用を行ったものである。

Ｈ７～Ｈ１３

Ｓ３８～Ｈ１４

No.

No. 事　業　概　要 事業年度
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広島港廿日市地区国内物流ターミナル整備事業

松江地方合同庁舎

一般国道２号 岡山バイパス

一般国道１９１号 萩・三隅道路

江の川下流河川改修事業 坂本地区宅地等水防災対策事業

江の川上流河川改修事業
香淀地区宅地等水防災対策事業
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江の川上流河川改修事業 畠敷地区築堤・排水機場


